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Qはじめに
　

西
田
長
男
氏
は
、「
大
神
・
大
和
・
石
上
・
日
吉
諸
社
の
縁
起
の
偽
作
」

（
同
氏
著
『
神
社
の
歴
史
的
研
究
』
塙
書
房
・
昭
和
四
十
一
年
）
に
お
い
て
、
大
神

神
社
（
奈
良
県
桜
井
市
三
輪
）
の
古
縁
起
『
大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
』、
大
和

神
社
（
同
県
天
理
市
新
泉
町
）
は
じ
め
率
川
神
社
（
同
県
奈
良
市
本
子
守
町
）
な
ど

の
古
社
記
を
含
む
『
大
倭
神
社
註
進
状
并
裏
書
』
を
、「
両
書
は
紛
れ
も
な
く

江
戸
時
代
中
期
宝
永
の
頃
お
い
に
、
今
出
河
如
雞
、
号
文
斎
と
い
う
も
の

の
偽
作
に
か
か
る
と
断
ず
る
も
の
で
あ
る
。」
と
明
言
さ
れ
、『
大
三
輪
神

三
社
鎮
座
次
第
』
を
詳
細
に
考
証
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
「
わ
た
し
（
西
田
氏
）

は
、
上
に
も
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
引
き
続
き
、「
第
二　

大
倭
神
社

注
進
状
并
率
川
神
社
記
の
偽
作
」、「
第
三　

鎮
魂
祭
略
儀
式
及
び
石
上
物
部

氏
囗
伝
抄
の
偽
作
」、「
第
四　

山
王
神
聖
御
鎮
座
猿
伝
の
偽
作
」
の
節
々
を

し
た
た
め
、
以
っ
て
こ
の
「
大
神
・
大
倭
（
マ
マ
）・
石
上
・
日
吉
四
社
の
縁
起
の

偽
作
」
の
稿
を
了
え
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、
時
の
経
過
す
る
に

つ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
偽
作
物
に
つ
い
て
筆
を
執
る
と
い
う
の
も
、
何
だ
か

莫
迦
々
々
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
来
て
、
今
に
何
も
記
し
て
は
い
な
い
の
で

あ
る
。
た
だ
、
そ
の
後
、
群
書
類
従
、
神
衹
部
の
解
題
を
依
頼
せ
ら
れ
た
に

つ
け
て
、
大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
と
大
倭
神
社
注
進
状
と
に
関
し
て
は
、

そ
の
略
解
題
を
「
群
書
解
題
」（
第
一
上
）
に
載
せ
て
お
い
た
。
よ
っ
て
、

こ
こ
で
は
、
便
宜
上
、
そ
の
う
ち
の
大
倭
神
社
注
進
状
の
分
を
掲
げ
、
こ
の

「
第
二
」
に
代
え
た
い
と
思
う
。
読
者
、
幸
い
に
わ
た
し
の
我
儘
を
諒
恕
せ
ら

れ
ん
こ
と
を
。
な
お
、「
第
三
」
に
つ
い
て
は
、
更
め
て
解
説
を
加
え
な
い

で
も
、
上
の
註
記
な
ど
に
よ
っ
て
こ
れ
を
十
分
に
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
と

思
う
が
、「
第
四
」
に
関
し
て
は
、
多
少
の
説
明
が
必
要
か
と
も
考
え
ら
れ

る
。」
と
し
て
、
四
部
か
ら
な
る
本
書
の
各
部
を
簡
単
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

以
上
四
社
の
縁
起
の
作
者
今
出
河
如
雞
の
人
物
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　

�
は
じ
め
松
嶋
、
の
ち
三
枝
及
び
今
出
河
（
川
）
―
藤
原
―
の
氏
を
称
し
、

通
称
を
益
人
、
名
を
一
友
並
び
に
及
達
、
号
を
文
斎
・
若
（
腵
と
も
）・

白井伊佐牟
SHIRAI Isamu

南都の神道学者
今出河如雞雑考

Q
祜
西
・
如
雞
子
・
蒼
翠
（
東
）
軒
・
以
寧
局
な
ど
と
も
い
っ
た
万
里
小
路
家
の�

家
侍
で
、
臼
井
接
伝
門
下
の
神
道
家
と
し
て
知
ら
れ
、
垂
加
流
の

岡
田
正
利
の
如
き
も
そ
の
伝
を
受
け
て
い
る
。

　

西
田
氏
は
、
如
雞
の
著
述
と
し
て
『
中
臣
袚
浅
略
題
目
抄
』
一
本
、
偽
作

と
し
て
『
大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
』、『
大
倭
神
社
註
進
状
并
裏
書

★
★
★

』、『
物
部

氏
囗
伝
抄
』、『
鎮
魂
祭
略
儀
式
』、『
山
王
神
聖
御
鎮
座
猿
伝
記
』
の
五
本
を
、

如
雞
の
奥
書
を
有
つ
書
写
本
と
し
て
『
石
上
神
宮
御
事
抄
』、『
倭
片
仮
字

反
切
義
解
』、『
菅
家
御
伝
記
』、『
播
州
峯
相
記
』
の
四
本
を
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
如
雞
は
奈
良
県
下
の
往
馬
坐
伊
古
麻
都
比
古
神
社
、（
通
称

往
馬
大
社
、
生
駒
市
一
分
町
）
の
縁
起
『
生
駒
八
幡
宮
御
鎮
座
伝
記
』、�

長
尾
神
社
（
葛
城
市
長
尾
）
の
縁
起
『
長
尾
神
社
略
記
』、
廣
瀬
神
社
（
通
称

廣
瀬
大
社
、
北
葛
城
郡
河
合
町
川
合
）
の
縁
起
『
新
編
廣
瀬
神
社
記
略
抄
』
を
、　

往
馬
大
社
は
地
元
有
力
者
の
、
長
尾
神
社
と
廣
瀬
大
社
は
神
職
の
需
め
に
応

じ
述
作
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
西
田
氏
の
論
考
か
ら
如
雞
を
知
り
、「
今
出
河
如
雞
と
村
井
古
道
」

（
拙
著
『
石
上
・
大
神
の
祭
祀
と
信
仰
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
三
年
三
月
）、「
今
出
河

如
雞
と
村
井
古
道
再
篇
」（「
神
道
史
研
究
」
三
十
九
―
三
、
平
成
三
年
七
月
）、

「『
生
駒
八
幡
宮
御
鎮
座
伝
記
』
覚
書
」（
往
馬
大
社
歴
史
民
俗
研
究
会
会
報
「
生
駒

谷
」
第
四
号
、
平
成
四
年
五
月
）、「
同
右
（
２
）」（
同
右
第
五
号
、
平
成
四
年
七
月
）、

「『
大
倭
神
社
註
進
状
并
裏
書
』
偽
作
の
迹
―
「
斎
部
氏
家
牒
に
み
え
る
外
宮
相
殿
神

の
検
討
を
中
心
に
―
」（
皇
學
館
大
学
史
料
編
纂
所
報
「
史
料
」
第
二
〇
六
号
、
平
成
十
八
年

十
二
月
）
な
ど
関
連
す
る
拙
論
を
も
の
し
て
い
る
。
今
年
七
月
に
、
如
雞
が

享
保
年
間
に
述
作
し
、
村
井
古
道
が
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
書
写
し
た�

「
璉
城
寺
紀
」
を
見
出
し
た
の
を
機
に
、
如
雞
の
生
没
年
を
考
え
よ
う
と�

筆
を
と
っ
て
み
る
と
、
従
来
、
見
過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
ら

と
関
連
す
る
瑣
細
な
こ
と
も
こ
の
際
書
き
留
め
、
本
誌
に
二
回
に
亘
り
発
表

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

二
　
如
雞
の
著
述
と
書
写
本

　

西
田
氏
が
掲
げ
ら
れ
た
如
雞
の
著
書
や
書
写
本
に
は
、
成
稿
や
書
写
時
の

年
月
日
及
び
序
文
・
跋
文
が
、
ま
た
如
雞
の
著
書
・
書
写
本
を
転
写
し
た�

人
物
が
認
め
た
後
記
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
筆
者
が
知
り
得
た

如
雞
の
著
述
類
と
書
写
本
を
時
代
順
に
掲
げ
、
必
要
に
応
じ
序
文
や
後
記
等

を
併
せ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
引
用
に
あ
た
り
正
漢
字
や
異
体
字

は
通
用
漢
字
に
改
め
た
。

　

Ａ�　

�

石
上
布
留
神
宮
寺
伝
記
、
Ｂ　

石
上
布
留
神
宮
要
録
、
Ｃ　

石
上
布
留

神
宮
寺
縁
起
（
写
）

　
　

�

右
三
巻
者
、
布
留
神
宮
寺
之
古
記
、
合
二
緒
襞
一
為
二
一
冊
一
、
而
物
部

連
光
由
所
蔵
之
写
本
也
、
拝
借
令
レ
伝

（
転
カ
）二

写
之
一
候
、
朱
筆
改
二
誤
字
一
、

云
レ
爾
、
宝（
一
七
〇
四
）

永
元
年
甲
申
之
歳
孟（
四
月
）夏
上
六
日
、
三
枝
散
人
松
島
一
友�

（
花
押
影
）

　

Ｄ�　

�

石
上
布
留
神
宮
二
座

　
　
（
別
紙
）

　
　

�

右
者
、
神
宮
頭
物
部
朝
臣
光
由
之
囗
伝
也
、
応
二
神
主
布
留
宿
祢
政
富

しらい・いさむ
昭和二十四年（一九四九）生まれ。皇學館大学文学部国史学科卒。元神職。「高田寺
の所在地について―高田首氏の本貫地を中心に―」（「日本宗教文化史研究」二-一）、
「『高良縁起』の成立年代―初期神仏習合論の観点より―」（同三-一）、「大和国の白山
信仰」（「皇學館論叢」三三-三）、「大和国添上郡櫟本村の高良神社と長寺」（同三四-二）、
「フル用字考―振・布瑠・布留―」（「皇學館大学史料編纂所報「史料」二〇九）、
「人名に含まれる「連公」について」（同二三一）、他を発表。
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之
需
一
、
稽
二
之
於
典
籍
一
、
参
レ
之
以
二
古
伝
一
、
遂
筆
レ
之
、
相
授
者
也
、

宝
永
元
年
仲（
五
月
）夏
第
二
日　

松
島
一
友　

有
レ
判

　

Ｅ�　

�

経
室
僧
聖
法
門
徒
覚
言
筆
記　

Ｆ　

大
和
国
平
群
郡
生
馬
八
幡
宮

略
縁
起
（
文
正
元
年
略
縁
起
）〈
識
語
〉

　
　

�

宝
永
元
甲
申
之
歳
冬
至
之
日
三
枝
益
人
今
出
河
一
友
操
觚
於
層
冨
館　

��

藤　

　

Ｇ�　

�

石
上
神
宮
御
事
抄
（
石
上
神
事
抄
）（
写
）

　
　

�

右
石
上
神
宮
御
事
抄
ハ
者
、
神
宮
斉（
斎
）主
ノ
首
物
部
ノ
連
光
由
相
伝
之
本
也
、

諸
神
記
ノ
上
ニ
卜
部
兼

孰（敦）作
欤
、載
二
神
言
（
宮
カ
）御
抄
ニ
（
ヲ
）

一
曰
、
石
上
社
素
戔
烏
所
レ
持
十
握
ノ

劒
也
、
一
名
天
羽ハ
ヽ

切
、
為
二
神
体
一
云
々
、
古
語
拾
遺
、
素
戔
烏
天
十

握
劒
、
其
名
天
羽
斬
、
今
在
二
石
上
一
、
観
レ
此
案
ニレ
之
、
石
上
ノ
神
宮
御
事
抄
、
所
謂
神

宮
御
抄
是
也
、
未
レ
詳
二
作
者
一
、
頃
閲
二
卜
部
氏
蔵
本
ヲ一
、
先
代
旧
事�

本
紀
巻
第
三
奥
書
ニ
曰
、
文（
一
二
七
〇
）

永
七
年
六
月
十
一
日
雨
中
、
天
照
大
（
太
カ
）神
御

事
抄
出
畢
、
石
ノ
上
ノ
神
御

（
衍
カ
）事

出
畢
、
兼
文
云
々
、
依
レ
之
考
レ
ハ
、
彼

石
上
神
宮
ノ
御
事
抄
ハ
者
、
文
永
七
年
卜
部
兼
文
述
作
欤
、
斯
益
本
文

曰
二
兼
文
案
一㆑
之
為
レ
拠
、
又
曰
二
件
文
案
一㆑
之
、
当
三
件
ノ
文
ヲ
作
二
兼
文
ニ一
、�

旧
本
有
二
謄
写
之
脱
誤
一
、
検
二
本
書
一
、
而
以
二
朱
筆
一
訂
二
正
之
一
云
、

于
レ
時
宝
永
元
年
歳
次
甲
申
孟
夏
初
七
書
レ
之
、
又
乙
酉
初（
一
月
）春
下
六
再

校
レ
之　

三
枝
益
人
今
出
川　

一
友
（
花
押
影
）

　

Ｈ�　

�

鶴
岡
八
幡
宮
勘
文
（
写
）

　
　

�

右
鶴
岡
八
幡
宮
勘
文
者
（
中
略
）
僕
応
二
朴
木
氏
之
需
一
、
修
二
撰
生
駒

八
幡
宮
御
鎮
空（
座
）伝

記
一
、
於
レ
是
八
幡
宮
旧
紀
窺
二
名
山
霊
逼
之
蔵
一
、

控
二
旧
族
世
襲
之
家
一
、
則
比
書
於
二
帝
都
今
出
川
辺
一
得
レ
之
写
、
本

有
二
腃（
謄
）写
之
脱
誤
一
、
以
二
先
代
旧
事
本
記（
紀
）・
日
本
書
紀
・
三
代
実
録
及

東
鑑
等
一
補
闕
略
訂
正
之
云
、
尓
于
時
元
（
一
七
〇
二
）

禄
十
五
年
壬
★
★
午

閏
八
月
謹
書
之　

宝
永
乙
酉
之
歳
孟
夏
校　

三
枝
益
人
今
出
河
一
友

　

Ｉ�　

�

生
駒
八
幡
宮
御
鎮
座
伝
記
巻
上
・
巻
下

　
　
（
巻
下
の
後
序
）

　
　

�（
前
略
）
僕
応
二
朴
大（
木
）氏
之
需
一
而
、
今
自
午
弄
レ
翰
建
二
本
乎
覚
言
筆

記
・
康（
一
四
五
六
）

正
二
年
当
宮
絵
図
・
文（

一
四
六
六
）

正
元
年
略
縁
起
一
、
間
二
雑
記
一
諸
説
既

已
終
レ
篇
、
命
曰
二
生
駒
八
幡
宮
御
鎮
座
伝
記
一
、（
中
略
）
僕
雖
二
誠
浅

学
一
而
所
二
注
緝
一
皆
出
レ
自
二
国
史
家
牒
一
其
善
者
従
レ
之
、
不
二
以
レ
人

棄
一㆑
言
、其
迂
者
略
レ
諸
不
二
以
レ
名
取
一㆑
実
、悉
依
二
⃞
師
卜
部
氏
門
弟

臼
井
中
當（常）

之
古
伝
一

（
下
略
）　

于
旹　

宝
永
乙
★
★
酉

之
歳
孟
夏
望　

層
當（
冨
）　

三
枝
益
人
今
出
河
一
友

謹
書　

旹　

寛（
一
七
九
六
）

政
八
辰
冬
十
月
十
三
日　

書
之
終

　

Ｊ�　

�

山
王
神
聖
御
鎮
座
猿
伝
記
（
写
）

　
　

�（
第
三
部
の
奥
書
）

　
　

�

宝
永
二
乙
★
★
酉

歳
初（

七
月
十
八
日
）

秋
三
六　

三
枝
益
人
今
出
河
若
腵
（
花
押
）

　
　

�

正（
一
七
一
三
）

徳
二
年
夏
閏
五
月
廿
三
日
、従
二
南
京
神
人
今
出
川
氏
一
而
獲
レ
焉（
下

略
）　

南
京
称
名
寺
主　

契
空
筆

　

Ｋ�　

�

中
臣
袚
浅
略
題
目
抄

　
　

�（
巻
首
）

　
　

�

宝
永
乙
酉
之
歳
終（
十
二
月
）冬　

吉
田
卜
部
氏
相
伝
臼
井
椄（
接
）伝
間（
門
）人　

層
富　

三サ
イ

枝ク
サ

益
人
今
出
河
一
友
述

　
　

�（
本
書
に
さ
し
は
さ
ま
れ
た
一
紙
に
「
吉
田
流
中
臣
祓
言
講
師
今
出
河
祜
西
弟
子
七

右
衛
門
」
と
あ
る
）

　

Ｌ�　
�

大
倭
神
社
註
進
状
并
裏
書
（
写
）

　
　

�
于
時　

宝（
一
七
〇
六
）

永
丙
戌
改
暦
元（
一
月
三
日
）
三　

今
出
河
若
（
花
押
）

　
　

�

右
一
巻
先
得
拔
書
今
更
本
備
用
書
写
畢　

宝
永
三
年
丙
★
★
戌

十
一
月
十
七
日

修
理
権
亮
紀
延
親
（
花
押
）

　

Ｍ�　

�

神
宝
図
形
神
秘
書
（
写
）

　
　

�

宝
永
三
丙
戌
歳
二
月
十
二
日　

於
帝
都
堀
河
辺
許
借
書
写
之　

三
枝
益

人
今
出
河
若
假

　
　

�

享（
一
七
二
一
）

保
六
年
辛
丑
七
月　

根
岸
貞
将
写
之

　

Ｎ�　

大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
（
写
）

　
　

�

宝
永
三
丙戌

歳
終（
十
二
月
一
日
）

冬
朔　

今
出
河
若

書

　
　

�

右
従
二
磯
波
翁
一
拝
二
写
之
一
畢　

寛（
一
七
四
一
）

保
元
辛酉

年
五
月
十
二
日　

岡
田
宗
殖

　

Ｏ�　

�

菅
家
御
伝
記
（
写
）

　
　

�

宝
永
丙
戌
之
歳
終
冬
三（

十
八
）六

日　

三
枝
益
人
今
出
河
若
（
花
押
）

　

Ｐ�　

�

播
州
峯
相
記
（
写
）

　
　

�

此
書
者
、
播
州
惣
社
神
主
黒

民
部
家
本
到
二
来
東
大
寺
八
幡
宮
神
主

上
司
修
理
雅
夫
一
、
以
転
二
写
之
一
者
也
、
亦
摂
州
異
本
捜
得
、
即
校
二

合
之
一
、
改
レ
筆
也
、　

宝（
一
七
〇
七
）

永
丁
亥
歳
首（

四
月
）夏

第
五
日　

三
枝
益
人
今
出
川

若

　
　

��

岡
田
磐
斎
正
利

　
　

�

右
従
二
磐
斎
翁
一
拝
二
写
之
一
畢
、
寛
保
元
酉辛

年
七
月
五
日　

岡
田
宗
殖

　
Ｑ�　

�

物
部
氏
囗
伝
抄

　
　

�

右
者
、
斎
主
首
物
部
連
光
由
之
口
伝
也
、
応
二
神
主
布
留
宿
祢
政
富
需
一
、

稽
二
之
於
典
籍
一
、
参
レ
之
二
古
伝
一
、
遂
レ
筆
二
記
之
一
相
授
者
也
、
今
出

川
一
友　

宝
永
元
年
申

仲
夏
二
日

　
　

�

元
（
一
六
九
三
）

禄
第
六
癸
酉
之
歲
仲（

十
一
月
）冬上

弦
、
石
上
振
神
宮
年
預
田
村
亦
太
郎
光
由
、

手
携
レ
書
来
レ
軒
、
謂
レ
予
曰
、
僕
等
一
族
皆
物
部
連
十
市
根
命
之
末
流
、

依
二
年
﨟
一
掌
二
石
上
振
神
庫
・
社
地
之
事
一
、
俗
云
二
年
預
一
、
蓋
昔
之

斎
主
首
職
欤
、
僕
雖
二
愚
蒙
一
、
供
二
其
職
一
、
恰
蒙
二
神
恩
一
、
敢
敬
二

神
宮
一
矣
、
然
未
レ
知
二
斎
神
之
礼
典
一
、
況
於
二
神
宮
之
本
縁
一
乎
、
伝
聞
、

先
代
旧
事
本
紀
者
、
聖
徳
太
子
採
二
石
上
神
宮
旧
記
一
撰
二
集
之
一
云
レ
爾
、

僕
窃
窺
二
諸
家
一
、
探
二
得
先
代
大
成
経
四
十
余
巻
一
、
即
令
レ
書
二
写
之
一
、

又
我
家
有
二
石
上
神
宮
御
事
抄
未
レ
知
二

作
者
一
、
・
石
上
布
留
神
宮
勘
文
一
、
仁
和
寺
家
令
成
多

喜
氏
筆
二
記
之
一
、

両
冊
並
所
二
引
用
一
之
先
代
旧
事
本
紀
、
与
二
旧
事
大
成
経
文
一
異
、
未
レ

知
二
孰
是
一
、
何
、
予
答
曰
、
先
代
旧
事
大
成
経
近
年
行
二
于
世
一
、
然
偽

書
也
、
故
伊
勢
神
宮
祢
宜
等
、
歴
二
奏
聞
一
為
二
絶
板
一
也
、
古
来
所
レ
伝

先
代
旧
事
本
紀
十
巻
、
聖
徳
太
子
・
蘇
我
馬
子
所
レ
撰
、
其
第
五
巻
、

載
二
石
上
布
留
神
宮
由
来
、
物
部
・
尾
張
両
氏
系
譜
一
、
則
呈
レ
之
、
光

由
考
二
二
巻
所
レ
引
之
文
一
不
レ
異
、
依
レ
之
授
二
二
巻
於
予
一
因
曰
、
風
聞
、

到
二
于
永
正
年
中
一
猶
存
二
神
宮
縁
記
三
巻
・
斎
主
首
職
次
第
記
十
余
巻
一
、

而
今
亡
矣
、
唯
臨
時
及
鎮
魂
祭
祝
詞
、
託
二
之
空
言
一
僅
有
二
一
族
所
一㆑

写
而
已
、
又
輯
二
口
碑
耳
聞
之
事
一
、
為
二
筆
記
一
巻
一
授
レ
予
、
見
二
祝

詞
文
一
、
其
一
二
顕
二
神
明
之
奥
秘
一
、
筆
記
亦
載
二
神
宮
之
故
実
一
矣
、

因
請
二
筆
削
一
、
予
不
レ
能
二
固
辞
一
、
以
二
詋（

祝
）詞

并
筆
記
一
為
レ
本
、
以
二

神
宮
御
事
抄
・
成
多
喜
勘
文
一
為
レ
佐
、
輯
二
石
上
振
霊
畤
簡
書
一
、
其

序
云
、（
序
文
略
）
于
レ
時
元（

一
六
九
四
）

禄
甲
戌
歳
孟
春
望
、
松
嶋
改
今
出
川

及
達
染
二
筆
於

南
京
蒼
翠
東
軒
一
、

　
　

�

右
石（

マ

マ

）

上
霊
畤
簡
書
、
終
レ
功
経
二
数
月
一
之
処
、
嗟
命
哉
、
光
由
辞
レ
地

帰
レ
天
、
于
レ
時
元
禄
第
八
乙
亥
四
月
六
日
、
六
十
一
歳
也
、
有
レ
志
下

興
レ
廃
継
レ
絶
、
求
二
神
宮
之
本
縁
一
、
補
中
数
載
之
闕
典
上
者
蓋
此
人
也
、

同
十（
一
七
〇
〇
）

三
年
庚
辰
之
歳（

一
月
七
日
）

孟
春
人
日
、
予
参
二
詣
石
上
振
神
宮
一
、
奉
幣
畢
、
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於
二
拝
殿
一
読
二
石
上
振
霊
畤
簡
書
一
、
傍
侍
二
神
主
高
忌
火
・
祢
宜
森
左

馬
・
高
右
馬
等
一
、
驚
レ
耳
致
レ
思
、
及
二
宝
永
改
元
甲
申
之
歳
一
、
神
主

高
忌
火
政
富
、
欲
レ
乞
二
神
宮
修
覆
於
★
（
平
出
）将
軍
家
一
、
下
二
向
于
江
戸
一

之
時
、
請
二
神
宮
故
実
之
伝
一
、
於
レ
是
、
依
二
石
上
霊
畤
簡
書
文
繁
一
而
、

摘
二
其
要
一
記
二
一
冊
一
、号
二
物
部
氏
口
伝
抄
一
授
レ
之
者
也
、仍
聊
書
レ
之
、

以
代
レ
跋
、
于
レ
時
宝

（
一
七
〇
八
）

永
五
戊
子
孟（

十
月
）冬

下
弦
、

　
　

�　

�

三
枝
益
人
今
出
河
初
松
嶋

若
暇
（
花
押
影
）

　
　

�　
�

享
（
一
七
一
九
）

保
四
己
亥
五
月
於
二
有
馬
一
入
湯
暇
写
レ
之
、
磯
波
翁　

盤
鎮
翁

写
レ
之　

元（
一
七
四
一
）

文
六
辛
★
★
酉

二
月

　

Ｒ　

三
輪
山
縁
記
（
写
）

　
　

�

天写
本
云
此
九
字
後
人
加
筆
欤

文
廿
年
卯
月
十
九
日

　
　

�

写
本
云

　
　

�

元
禄
第
六
癸
未（
酉
）六
日
以
二
光
明
院
殿
毫
筆
一
拝
二
写
之
一
、
縁
起
年
号
ト
手

蹟
速
ニ
有
、
西
照
寺
良
（
至
カ
）充

　
　

�

右
一
冊
ハ
榊
原
氏
本
、
今
書
写
之
、
于
時
宝
永
七
康庚

子寅

首（
十
月
）冬
初
七　
三
枝

益
人　

今
出
河
如
雞
（
花
押
）

　
　

�

光
明
院
者
、
人
皇
九
十
七
代
皇
帝
、
諱
豊
仁
、
後
伏
見
院
皇
子
也
、
康
暦

二
六
月
崩
二
於
勝
尾
寺
一
焉
、
従
二
康
暦
二
年
一
、
至
二
天
文
廿
年
一
凡
暦

年
百
七
十
三
年
、

　

Ｓ�　

�

倭
片
仮
字
反
切
義
解
（
写
）

　
　

�

于
レ
時
正（

一
七
一
三
）

徳
三
癸
巳
歳
孟
春
八
日　

以
寧
局
今
出
河
如
雞

　

Ｔ�　

�

長
尾
神
社
略
記

　
　

�

此
一
冊
者
、
応
二
長
尾
社
祝
部
吉
野
河
盛
利
之
需
一
、
検
二
国
史
家
牒
二

且
雑
二
古
老
口
伝
一
而
遍（
編
）二
集
長
尾
神
社
勘
文
一
巻
一
、
然
文
繁
故
摘
二

其
要
一
便
レ
覧
云　

于
旹　

正
徳
三
癸
巳
之
歳
仲
夏
上
弦　

吉
田
家
学

頭
大
宗
臼
井
中
常
門
人　

今
出
河
如
雞
一
友

　
　
　

跋

　
　

�

友
人
今
出
河
如
鶏
（
マ
マ
）参

二
考
大
和
国
葛
下
郡
長
尾
神
社
神
伝
鎮
座
来
由

等
一
而
、
録
為
二
一
巻
一
携
来
之
請
レ
跋
（
下
略
）　

正
徳
三
龍（

年
）次
癸
巳
仲
夏

念（
二
十
二
）

二
日　

春
日
若
官（

宮
）神

主
正
四
位
下
中
臣
植
栗
連
祐
字

　

Ｕ�　

�

新
編
廣
瀬
神
社
記
略
抄

　
　

�（
巻
頭
）
帝
都
吉
田
卜
部
氏
家
学
頭
大
宗
臼
井
接
伝
中
常ト
コ

門
人　

南
京　

今
出
河
如
雞
一ク
ニ

友
纂　

　
　

�（
後
書
）
愚
僕
応
二
（
廣
瀬
神
社
神
主
樋
口
）
重
住
之
需
一
、
先
レ
是
建
二
本

廣
瀬
神
社
記
一
、
参
二
考
国
史
家
牒
一
、
引
レ
證
新
編
二
神
社
記
考
證
五

冊
并
付
録

三　

冊

草
案
一
、
抜
二
萃
於
之
一
冊
一
号
曰
二
略
抄
一
、
見
レ
引
二
神
学
余
習
一
、�

不
レ
顧
二
後
賢
嘲
笑
一
、
云
レ
爾　

旹　

享（
一
七
〇
九
）

保
第
四
歳
次
己
★
★
亥

孟
夏
初
四
日　

以
寧
局
亦
斉（
斎
）翁

　
　

�

昭
和
二
年
五
月
三
村
氏
所
蔵
本
ニ
ヨ
リ
テ
之
ヲ
写
ス　

廣
瀬
神
社
々

務
所

　

Ｖ　

�

石
上
布
留
神
宮
略
抄
上
・
下

　
　

�

享
保
第
五
歳
次
庚
子
仲（
八
月
）秋

　
　
　

�

右
布
留
神
宮
略
抄
者
、
南
都
神
覚（
学
）者
今
出
川
（
マ
マ
）八
右
衛
門
ヨ
リ
、
田

井
庄
ノ
村
公
石
見
ヱ
授
ル
者
也
、
因
テ
写
レ
之
畢
、　

享
保
八
癸卯

年
三

月
上
旬

　

Ｗ　

�

鎮
魂
祭
次
第
記
（
表
題
は
『
十
種
神
宝
秘
伝
記
』
で
二
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。

一
、「
物
部
氏
十
種
瑞
宝
秘
伝
」，
二
、「
鎮
魂
祭
次
第
記
」）

　
　

�（
鎮
魂
祭
略
次
第
）

　
　

�

于
レ
時　

享
保
第
七
壬
寅
仲
冬
中
寅
日
、
今
出
河
如
雞
一
友

　
　

�（
鎮
魂
祭
祝
詞
・
招
魂
神
事
秘
伝
）

　
　

�

以
上
、
元
禄
第
七
甲
戌
之
歳
七
月
廿
二
日
、
石
上
振
神
宮
俗
別
当
物
部
連

光
由
所
二
相
伝
一
也
、
鎮
魂
祭
之
奥
秘
、
不
レ
可
下
以
示
中
非
二
其
人
一
者
上
也
、

　
　

�

于
レ
時　

享
保
第
七
壬
寅
之
歳
十
一
月
中
寅
十
五
日

　
　

�（
八
都
留
気
次
第　

八
剣
之
袚
）

　
　

�

于
レ
時　

享
保
第
七
壬
寅
之
歳
七
月
八
日

　

Ｘ�　

�

南
都
七
大
寺
巡
礼
記
上
巻
（
写
）

　
　

�

異
本
奥
書
（
奥
書
全
文
略
）
応（
十
月
）鐘　

三
枝
散
人
何
某
花
押

　
　

�

此
上
巻
者
、
去
享
保
第
七
年
壬
寅
之
歳
孟
夏
、
二
条
法
印
憲
乗
坊
謄
写
、

何
舜
房
手
書
巡
礼
記
両
冊
、
蔵
在
二
文
庫
一
請
レ
許
借
令
二
伝
写
一㆑
之
、

有
レ
故
為
二
散
失
一
、
頃
日
幸
求
二
得
類
本
一
、
新
起
レ
筆
再
書
写
之
而
、

今
添
レ
二
自（

目
）録

一
便
二
要
覧
一
者
也
、
享
保
第
十
四
己
酉
之
歳
中　
　

四
日　

今
出
河
如
鶏
（
マ
マ
）一

友
花
押

★
★

　
　

印⃞

　
　

�

此
七
大
寺
巡
礼
記
者
、
南
都
一
部
之
旧
史
焉
、
往
年
雖
レ
令
二
披
閲
一

未
レ
得
二
書
写
一
、
以
来
為
二
遺
恨
一
処
也
、
今
幸
得
二
如
鶏

（
マ
マ
）翁

證
本
一
而
、

自
二
四
月
下
旬
一
起
レ
毫
逮
二
于
端
午
日
一
、
書
写
功
畢
、
然
有
二
於
写
本

間
烏
焉
之
籍
誤
或
重
字
落
語
等
一
乎
、
粗
加
二
雅
意
一
、
尚
以
二
全
本
一

可
レ
令
二
校
合
一
者
矣　

享
保
己
酉
仲
夏
蒲
節
日　

無
名
園
道
静�

印⃞

　

Ｙ�　

�

璉
城
寺
紀

　
　

�

右
紀
寺
郷
璉
城
寺
縁
起
竝
紀
寺
、
（
マ
マ
）崇
道
天
皇
神
社
縁
起
者
、
亭
（
マ
マ
）保

年
中
今
出
河
又
斎
老
人
所
レ
被
二
著
述
一
焉
、
蓋
璉
城
寺
開
基
及
中
興

来
由
等
未
レ
詳
二
全
篇
一
乎
、
案
号
二
紀
寺
一
者
、
平
城
御
宇
自
二
高
市
郡
一

引
徙
而
、
紀
氏
之
寺
院
無
レ
疑
乎
、
号
二
璉
城
寺
一
者
、
後
世
所
レ
造
二

立
之
一
、
而
崇
道
天
皇
神
祠
之
神
宮
寺
別
当
之
梵
宇
無
レ
疑
乎
、
窃
按
、

載
二
于
元
享
釈
書
一
璉
城
寺
、
其
初
可
レ
在
二
於
山
村
八
嶋
本
宮
地
一
乎
、

後
世
移
二
建
于
南
都
紀
寺
郷
一
、
処
不
レ
有
レ
莫
二
其
謂
一
矣
、
頃
日
璉

城
寺
現
住
沙
門
、
須
下
以
二
古
新
伝
来
縁
起
一
勘
考
上
之
旨
、
因
レ
及
二

再
三
一
暫
令
二
新
縁
起
書
写
一
訖
、
尚
校
二
合
他
説
異
本
等
一
而
可
レ
為
二

編
輯
一
矣
、　

延（
一
七
四
六
）

享
三
丙寅

歳
九
月
下（

下
旬
）浣

日
、
無
名
山
人　

六
十
六
歳
書

写　

印⃞�

印⃞

　

右
に
掲
げ
た
二
十
五
本
中
、
活
字
本
の
あ
る
も
の
の
代
表
的
な
所
収
本
と
、

未
公
刊
本
の
所
蔵
先
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｇ
・
Ｎ
・
Ｑ
・
Ｒ
・
Ｖ
・
Ｗ
（「
神
道
大
系
」
神
社
編

十
二　

大
神
・
石
上
）。
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｉ
（
往
馬
大
社
蔵
）。
Ｈ
（
神
奈
川
県
立
図
書
館
）。

Ｊ
（
内
閣
文
庫
）。
Ｋ
（
国
学
院
大
学
図
書
館
）。
Ｌ
（「
神
道
大
系
」
神
社
編
五　

大
和
国
）。

Ｍ
（
牟
禮
仁
「『
神
宝
図
形
神
秘
書
』
翻
刻
・
解
題
」（「
皇
学
館
論
叢
」
三
十
―
三
、
平
成

九
年
六
月
）。
Ｏ
（「
群
書
類
従
」
神
衹
部
二
）。
Ｐ
（「
続
群
書
類
従
」
釈
家
部
二
八
上
）。

Ｓ
（
不
明
）。
Ｔ
（
長
尾
神
社
蔵
）。
Ｕ
（
廣
瀬
大
社
蔵
）。
Ｘ
（「
続
々
群
書
類
従
」

釈
家
部
第
十
一
）。
Ｙ
（「
大
日
本
仏
教
全
書
」
寺
誌
叢
書
三
）。

　

二
十
五
本
中
、「
Ａ
石
上
布
留
神
宮
伝
記
（
写
）」
の
「（
写
）」
は
、
如
雞

の
書
写
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
Ｌ
や
Ｏ
を
如
雞
の
偽
作
と
す
る
西
田
氏

の
説
に
、
疑
問
を
呈
す
る
研
究
者
も
あ
る
の
で
、
小
稿
で
は
書
写
と
し
て

お
い
た
。
Ｅ
は
聖
宝
の
十
一
歳
弟
子
覚
言
房
が
紙
片
に
書
写
し
た
縁
起
の

一
部
。
そ
の
判
読
し
難
か
っ
た
の
を
釈
読
し
、
そ
の
旨
を
記
し
て
い
る
。
Ｆ

は
原
本
に
続
く
別
の
料
紙
に
文
正
元
年
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
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も
の
。
二
十
五
本
は
ご
覧
の
通
り
転
写
本
が
多
く
、
自
筆
本
と
確
認
で
き
る

も
の
が
な
い
な
か
で
、
Ｄ
の
釈
読
と
Ｅ
の
識
語
が
自
筆
で
あ
る
の
で
敢
え
て

掲
げ
て
お
い
た
。
自
筆
で
あ
る
こ
と
は
、
Ｅ
，
Ｆ
の
印
影
が
鮮
や
か
な
朱
色

で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
印
影
の
藤
は
一
字
で
藤
原
姓
を
あ
ら
わ

し
、
囗
は
国
の
省
画
、

は
篆
文
の
友
で
、
Ｉ
に
「
時
代
記
蔵
在
二
今
出
河
一ク
ニ

友トモ
カ
家いえ
ニ一
」
と
転
写
の
際
に
付
さ
れ
た
傍
書
か
ら
一
友
を
「
ク
ニ
ト
モ
」
と
訓

ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。

　

Ａ
か
ら
Ｙ
の
編
著
類
と
書
写
本
を
分
類
す
る
と
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・

Ｇ
・
Ｍ
・
Ｑ
・
Ｖ
・
Ｗ
の
九
本
は
石
上
神
宮
関
係
、
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｈ
〈
Ｉ
の

資
料
〉・
Ｉ
の
四
本
は
往
馬
大
社
関
係
、
Ｊ
は
日
吉
大
社
（
滋
賀
県
大
津
市
）、

Ｌ
は
大
和
神
社
、
Ｎ
・
Ｒ
の
二
本
は
大
神
神
社
、
Ｐ
は
広
峰
神
社
（
兵
庫
県

姫
路
市
）、
Ｔ
は
長
尾
神
社
、
Ｕ
は
廣
瀬
大
社
、
Ｙ
は
崇
道
天
皇
神
社
（
奈
良
市

西
紀
寺
町
）、
Ｋ
は
中
臣
袚
の
講
述
書
な
の
で
神
道
関
係
が
二
十
五
本
中
二
十
二

本
を
占
め
、
如
雞
が
吉
田
家
神
道
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
。

三
　
如
雞
の
姓
・
名
・
号

　
「
神
道
大
系
」
神
社
編
十
二　
大
神
・
石
上
の
「
石
上
」
で
、
如
雞
が
関
っ
た

Ｇ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｑ
・
Ｖ
・
Ｗ
を
校
注
さ
れ
た
佐
伯
秀
夫
氏
は
、
最
初

の
Ｇ
の
解
題
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

今
出
川
（
河
と
も
書
く
）
一
友
（
生
没
年
不
詳
）
は
江
戸
中
期
の
奈
良
の

卜
部
神
道
系
神
学
者
。
彼
の
編
著
『
長
尾
神
社
略
記
』
で
は
、「
吉
田

家
学
頭
大
宗
臼
井
中
常
門
人
」
と
記
し
て
い
る
。
元
姓
松
嶋
、
名
は

及
達
・
若
暇
、
通
称
八
右
衛
門
、
三
枝
益
人
・
三
枝
散
人
・
如
雞
・

文
斎
と
号
し
た
。
詳
細
な
履
歴
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
続
々

群
書
類
従
所
収
の
『
南
都
七
大
寺
巡
礼
記
』
の
異
本
奥
書
に
、
享
保

十
四
年
書
写
と
あ
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
光
由
と
と
も
に
後
掲
史
料
に
頻
出
す
る
人
物
で
あ
る
。

　

西
田
・
佐
伯
両
氏
が
掲
げ
ら
れ
た
姓
・
名
・
号
等
で
漏
れ
て
い
る
も
の
と

し
て
、
Ｕ
の
亦
斎
翁
と
Ｙ
の
又
斎
老
人
が
あ
る
。
Ｕ
に
以
寧
局
亦
斎
翁
と

あ
り
、
亦
斎
翁
が
如
雞
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
亦
と
又
は
「
ま
た
」
と

訓
が
通
じ
る
の
で
、
今
出
河
亦
斎
老
人
も
如
雞
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

号
の
若

の

は

、
腵
、
暇
、
假
な
ど
転
写
の
際
の
誤
字
や
誤
植
も
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
手
向
山
八
幡
宮
（
奈
良
市
雑
司
町
）
の
紀
（
上
司
）
延
親

の
書
写
本
Ｌ
の
複
写
本
（「
右
一
巻
大
倭
神
社
註
進
状
并
裏
書

★
★
★

全
複
写
本
也　

平
成
十
三

年
辛
巳

★
★

三
月
朔
日　

手
向
山
八
幡
宮
権
神
主　

上
司
延
禮
（
花
押
）」）
に
、「
今
出
河
若

（
花
押
）」
と
あ
る
の
で
、

を
正
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
姓
の
松
嶋
と

今
出
川
は
、
宝
永
元
年
ま
で
は
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
同
二
年
以
後
享

保
十
四
年
の
二
十
四
年
間
、
Ｐ
を
除
き
今
出
河
で
あ
る
。
Ｐ
を
書
写
し
た

後
述
の
岡
田
磐
斎
は
他
の
書
写
本
も
今
出
川
と
書
い
て
お
り
、
Ｐ
は
如
雞

が
か
く
用
い
た
の
で
は
な
く
、
磐
斎
の
思
い
込
み
で
あ
り
、
原
本
に
は
今

出
河
と
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
如

を
如
鷄
と
す
る
の
は
転
写

の
際
の
誤
字
で
あ
る
。

　

姓
今
出
河
の
由
来
は
、
Ｈ
を
「
帝
都
今
出
川
辺
得
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

京
都
の
今
出
川
（
京
都
市
上
京
区
）
に
ゆ
か
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
枝
は
Ｋ
に
「
三サ
イ

枝ク
サ

益
人
」
と
あ
る
。
当
時
は
濁
点
は
付
さ
な
い
の
で
「
サ
イ

グ
サ
」
と
訓
む
。
三
枝
と
言
え
ば
率
川
神
社
で
三
枝
祭
が
斎
行
さ
れ
た
の
で
、

或
い
は
如
雞
は
率
川
神
社
（
奈
良
市
本
子
守
町
）
近
く
の
町
に
居
住
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
か
。
後
述
す
る
村
井
古
道
は
率
川
神
社
に
近
い
東
城
戸
町
に
生
れ
、

後
に
西
城
戸
町
に
居
住
し
三
枝
散
人
と
称
し
て
い
る
。
如
雞
は
「
僕
愚
（
Ｕ
）

の
よ
う
に
、
謙
譲
の
辞
が
多
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
自
分
を
「
鷄
群

一
鶴
」、「
鷄
棲
鳳
凰
食
」
の
鷄
に
な
ぞ
ら
え
、
如
雞
と
号
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
（
鷄
と
雞
は
同
字
）。

　

如
雞
は
、
Ｑ
に
「
南
京
蒼
翠
東
軒
」、
Ｊ
に
「
南
京
神
人
今
出
川
氏
」、
Ｕ

に
「
南
京　

今
出
河
如
雞
一
友
」、
Ｖ
に
「
南
都
神
学
者
今
出
川
八
右
衛
門
」

と
あ
る
よ
う
に
、
南
京
、
南
都
つ
ま
り
奈
良
町
に
生
ま
れ
、
一
時
京
都
に

学
ん
だ
時
期
を
除
け
ば
、
終
生
大
和
を
活
動
の
場
と
し
て
い
た
。
如
雞
の

出
自
を
う
か
が
わ
せ
る
の
が
Ｊ
に
み
え
る
「
南
京
神
人
今
出
川
氏
」
で
あ
る
。

「
神じ
に
ん人

」
は
下
級
神
職
を
意
味
し
、「
南
京
神
人
」
と
言
え
ば
春
日
神
人
で

あ
り
、
春
日
社
（
春
日
大
社
、
奈
良
市
春
日
野
町
）
の
下
級
神
職
と
し
か
解
さ
れ

な
い
（
春
日
社
の
正
預
以
下
神
人
等
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
永
島
福
太
郎
著
『
奈
良
文
化

の
伝
流
』〈
中
央
公
論
社
、
昭
和
十
九
年
八
月
〉
第
二
章
第
二
節
「
春
日
社
組
織
の
大
要
」

参
照
）。
後
述
す
る
が
如
雞
と
春
日
若
宮
神
主
千
鳥
祐
字
が
友
人
で
あ
っ
た

の
は
、
こ
の
縁
に
よ
る
も
の
で
、
神
道
学
者
と
な
る
素
地
は
春
日
神
人
の

出
自
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
田
氏
は
如
雞
を
万
里
小
路
家
の
家
侍

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
史
料
は
得
ら
れ
ず
、
京
都
に

居
住
し
て
い
た
形
迹
も
見
当
た
ら
な
い
。
Ｊ
を
転
写
し
た
南
京
称
名
寺
主

契
空
は
、
如
雞
と
同
じ
時
代
の
奈
良
町
の
人
で
あ
り
、
そ
の
信
憑
性
は
高
い
。

称
名
寺
（
奈
良
市
菖
蒲
池
町
）
は
村
田
珠
光
が
出
家
し
た
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

四
　
如
雞
と
交
流
の
あ
っ
た
人
々

　

前
掲
の
著
述
や
書
写
本
か
ら
、
如
雞
の
活
動
が
は
じ
め
て
確
認
で
き
る

の
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
で
あ
り
、
佐
伯
氏
の
ご
指
摘
の
よ
う
に
享
保

十
四
年
（
一
七
二
九
）
を
以
て
終
わ
る
。
足
か
け
三
十
七
年
間
で
あ
る
。
こ
の

間
に
交
流
の
あ
っ
た
人
物
と
し
て
、
臼
井
接
伝
、
千
鳥
祐
字
、
村
井
古
道
、

岡
田
磐
斎
、（
田
村
）
亦
太
郎
光
由
ら
が
注
目
さ
れ
る
。

　
臼
井
接
伝
（
寛
文
八
年
〈
一
六
六
八
〉
～
宝
永
二
年
〈
一
七
〇
五
〉、
三
十
八
歳
）

　

臼
井
接
伝
は
、
Ｉ
の
後
序
に
「
⃞
師
卜
部
氏
門
弟

臼
井
中
常

」、
Ｔ
に
「
吉
田
家
学
頭
大
宗

臼
井
中
常
門
人　

今
出
河
如
雞
一
友
」、
Ｕ
に
「
帝
都
吉
田
卜
部
氏
家
学
頭

大
宗
臼
井
接
伝
中
常
門
人　

南
京　

今
出
河
如
雞
一
友
」
と
あ
る
よ
う
に
、

臼
井
接
伝
は
如
雞
の
師
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
Ｉ
の
後
序
に
み
え
る
「
⃞
師

卜
部
氏
門
弟
臼
井
中
常
」の「
⃞
」の
箇
所
は
、寛
政
八
年
の
転
写
本
に
は「

」

と
書
か
れ
て
お
り
、明
治
三
十
五
年
二
月
に
郷
社　

伊
古
麻
都
比
古
神
社（
現

往
馬
坐
伊
古
麻
都
比
古
神
社
）
社
司
（
現
在
の
宮
司
）
谷
野
正
重
氏
が
、
社
蔵
の
古
文
書

什
宝
を
詳
細
に
調
査
の
う
え
筆
録
さ
れ
た
『
御
由
緒
調
査
書
』
で
は
「
先
」
と

判
読
さ
れ
て
い
る
。「
先
師
」
は
「
死
ん
だ
師
匠
」
を
言
う
の
で
あ
り
、
如
雞
が

後
序
を
記
し
た
「
孟
夏
望
」
即
ち
四
月
十
五
日
は
、
接
伝
が
没
し
た
八
月
四
日

よ
り
も
三
ヶ
月
半
も
前
で
あ
り
、「
先
師
」
と
称
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
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た
だ
、
字
体
か
ら
は
、
谷
野
氏
が
判
読
さ
れ
た
よ
う
に
「
先
」
以
外
は
思
い

当
た
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
後
序
が
記
さ
れ
た
の
は
、
実
際
は
八
月
四
日
以
後

で
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
日
付
を
四
月
十
五
日
に
溯
ら
せ
た
の
で

あ
ろ
う
。
如
雞
は
接
伝
を
師
と
し
て
尊
敬
し
門
弟
た
る
こ
と
を
誇
り
と
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
と
共
に
、
接
伝
が
卜
部
氏
門
弟
、
吉
田
家
学
頭
、

帝
都
吉
田
卜
部
氏
家
学
頭
で
あ
る
点
を
強
調
し
、
当
時
江
戸
幕
府
よ
り
実
質
的

に
多
く
の
神
社
支
配
を
委
ね
ら
れ
、
神
祇
管
領
長
上
を
称
し
唯
一
宗
源
神
道

の
家
元
た
る
吉
田
卜
部
氏
を
、
自
分
の
権
威
づ
け
に
利
用
し
て
い
る
節
も

感
じ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。

　

な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
如
雞
が
吉
田
家
累
代
の
古
典
籍
が
収
蔵
さ
れ
て

い
た
書
庫
に
出
入
が
出
来
た
の
は
、
接
伝
を
介
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

接
伝
の
詳
し
い
伝
記
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
次
の
『
和
学
者
総
覧
』（
國

學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
、
汲
古
書
院
、
平
成
二
年
三
月
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�（
姓
名
）
臼ウ
ス

井イ

接ツ
グ

伝ミ
チ　

（
姓
）
平
（
称
）
竹
丞
（
名
）
中
常
（
号
）
太
常
宗　

（
生
国
）
京
都　
（
没
年
）
宝
永
２
・
８
・
４　
（
享
年
）
38　
（
備
考
）
衹
園

神
社
祠
官
、『
京
都
名
家
墳
墓
録
』（
354
）

　

接
伝
の
名
で
あ
る
中
常
は
、
Ｕ
に
「
中
常ト

コ
」
と
傍
書
が
あ
る
の
で
、「
ナ
カ

ト
コ
」
と
訓
む
の
で
あ
ろ
う
。
接
伝
は
衹
園
社
（
八
坂
神
社
、
京
都
市
東
山
区

衹
園
）
の
神
職
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
十
八
歳
（
数
え
歳
、
以
下
同
じ
）
で
没
し

て
い
る
の
で
、
生
年
は
逆
算
す
る
と
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　
千
鳥
祐
字
（
延
宝
六
年
〈
一
六
七
八
〉
～
正
徳
五
年
〈
一
七
一
五
〉、
三
十
八
歳
）

　

Ｔ
に
春
日
若
宮
神
主
中
臣
植
栗
連
（
千
鳥
）
祐す
け

字な

は
如
雞
を
友
人
と
呼
ん
で

い
る
。Ｉ
の「
生
駒
八
幡
宮
御
鎮
座
伝
記
引
用
書
目
」「
八
十
五
部
」中
の「
百

錬
抄
春
日
若
宮
神

主
家
蔵
本

」
と
あ
る
「
春
日
若
宮
神
主
家
」
は
祐
字
で
あ
る
。
祐
字
は
、
延
宝

六
年
（
一
六
七
八
）
に
若
宮
神
主
千
鳥
家
の
枝
流
で
あ
る
今
西
祐す
け

舎い
え

の
次
男
と

し
て
出
生
、
兄
祐す
け

白き
よ

が
嫡
流
千
鳥
家
を
継
い
だ
が
僅
か
五
歳
に
し
て
没
し
た

為
に
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
祐
頼
（
南
祐
友
一
男
、
祐
白
養
子
）
の
養
子
と
な
り
、

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
九
月
十
四
日
に
三
十
八
歳
で
卒
去
し
て
い
る
（
大
東

延
篤
編
『
新
修
春
日
社
司
補
任
記
』
春
日
本
宮
会
、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
）。
著
書
に

『
大
和
国
廣
瀬
神
社
記
』（「
神
道
大
系
」
神
社
編
五　

大
和
国
、
所
収
）、『
春
日
神
社

記
改
正
』（「
同
右
」
神
社
編
十
三　
春
日
、
所
収
）、『
古
事
記
聞
書
』
が
あ
る
。
祐
字

が
短
い
も
の
乍
ら
『
大
和
国
廣
瀬
神
社
記
』
を
著
し
た
経
緯
は
次
の
後
記

か
ら
知
ら
れ
る
。

　
　

�

右
一
篇
は
、
廣
瀬
神
社
の
別
当
、
神
人
、
川
合
の
郷
中
、
予
に
神
の

本
縁
を
た
つ
ね
ら
れ
し
ま
ゝ
、
神
書
の
中
に
見
お
よ
ひ
た
る
お
も
む
き

を
、
か
た
は
し
か
た
り
侍
り
し
に
、
一
篇
つ
く
り
く
れ
よ
と
、
度
〳
〵
の

請
に
よ
り
、
強
て
い
な
ひ
か
た
く
て
、
神
慮
お
そ
れ
あ
り
と
い
へ
と
も
、

愚
文
を
綴
り
、
つ
た
な
き
筆
を
そ
め
は
へ
り
ぬ
、
元
禄
十
三
年
二
月

廿
五
日　

春
日
若
宮
神
主
正
五
位
下
中
臣
連
祐
字　

　
「
別
当
」
は
、
当
時
、
現
在
の
一
ノ
鳥
居
の
南
側
数
百
メ
ー
ト
ル
字
宮
堂

に
あ
っ
た
別
当
寺
の
定
林
寺
、
神
主
家
は
約
百
年
前
に
断
絶
し
て
い
た
の
で

下
級
神
職
の
「
神
人
」
し
か
い
な
か
っ
た
。「
川
合
の
郷
中
」
は
氏
子
。
彼
ら

の
要
請
が
あ
っ
た
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
、
如
雞
と
友
人
で
あ
っ
た

祐
字
は
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
両
人
は
友
人
と
言
っ
て
も
如
雞
が
祐
字
よ
り

年
上
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
述
す
る
が
、
Ｗ
に
み
え
る
「
八
都
留
気
次
第　

八

剱
之
袚
」
の
次
の
条
か
ら
う
か
が
え
る
。

　
　

�

後　

手
表
裏
一
拍　

称
二
逆サ

カ

手テ
一
、

　
　

�　

此
逆
手
者
、
春
日
若
宮
神
主
中
臣
連
祐ス

ケ
ナ（
缺
字
）

　

所
二
相
授
一
者
也
、

　

祐
字
卒
去
の
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
よ
り
四
年
後
の
享
保
四
年
に
、
如
雞

は
廣
瀬
神
社
神
主
樋
口
重
住
の
需
に
応
じ
Ｕ
を
述
作
し
て
い
る
（
廣
瀬
神
社

神
主
家
は
元
禄
十
六
年
に
再
興
）。

　

こ
こ
で
余
談
乍
ら
、
名
古
屋
藩
士
で
国
学
者
で
あ
っ
た
天
野
信さ
だ

貞か
げ

が
著
わ

し
た
大
部
の
随
筆
『
塩
尻
』
に
、
祐
字
に
言
及
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で

紹
介
し
て
お
き
た
い
（「
日
本
随
筆
大
成
」
第
三
期
第
十
七
巻
、
塩
尻
拾
遺
〈
１
〉

巻
九
）。

　
　

�

春
日
若
宮
神
主
従
四
位
下
式
部
少
輔
中
臣
連
祐す

け

字な
宝
永
二
年

二
十
五
歳

は
予
天
野
予

な　
り

が
甥
に

て
、
い
と
親
し
。
手
よ
く
か
き
和
歌
に
志
し
、
家
の
風
も
お
ろ
そ
か
な
ら

ず
、（
下
略
）

　

祐
字
の
年
令
は
正
し
く
は
二
十
八
歳
で
あ
る
が
、
祐
字
と
兄
祐
白
の
母
に

し
て
祐
舎
の
妻
は
、
恐
ら
く
信
景
と
同
腹
で
あ
れ
ば
そ
の
姉
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
（
祐
舎
は
正
保
元
年
〈
一
六
四
四
〉
出
生
、
信
景
の
出
生
は
寛
文
三
年
〈
一
六
六

三
〉
ち
な
み
に
祐
白
の
出
生
は
延
宝
三
年
〈
一
六
七
五
〉）。

�

（
以
下
次
号
）


